












2024年度 1期 入学試験

数 学
正答
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2024年度 1期 入学試験

数 学

解説

問題１
(1) (x2 − x+ 2)(x2 + x− 2)

= {x2 − (x− 2)}{x2 + (x− 2)}

= (x2)2 − (x− 2)2

= x4 − (x2 − 4x+ 4)

= x4 − x2 + 4x − 4．

(2) x2 + 5xy − 6y2 = (x + 6y)(x − y)．

(3) |x+ 2| < 3より，

−3 < x+ 2 < 3．

よって，|x+ 2| < 3の解は，

−5 < x < 1．

(4) 50 = 2 ·52であるから，n2が 50の倍数と

なるための条件は nが 2 · 5の倍数となるこ
とである．

したがって，「n2が 50の倍数 ならば n

が 50の倍数」の反例となるnの値は，10の

倍数であるが 50の倍数ではない正の整数で

ある．

よって，その反例となるnの値のうち，最

小のものは，

10．

(5) sin θ =
2

3
を満たす鋭角を αとする．

sin θ =
2

3
の解は，

θ = α，180◦ − α

と表せて，これらの総和は，

α + (180◦ − α) = 180◦．

(6) 8，8，9，9の中央値を求めればよいから，

求める第 3四分位数は，

8 + 9

2
= 8.5．

(7) 7 !

3 !2 !2 !
= 210 (通り)．

(8) 取り出した 3枚のカードに書かれた数の

和が 3の倍数になるのは，3枚のカードに

書かれた数がすべて等しくなる場合と， 2，

3，「 1 か 4」の 3枚を取り出す場合のい

ずれかであるから，求める確率は，

(3C3 + 4C3) + 3 · 4 · 2
9C3

=
29

84
．
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問題２
(1) a = 2のとき，f(x) = x2 − 4x+ 3．

このとき，f(x) < 0を解くと，

x2 − 4x+ 3 < 0．

(x− 1)(x− 3) < 0．

1 < x < 3．

(2) f(x) = x2 − 2ax+ a+ 1

= (x− a)2 − a2 + a+ 1

より，y = f(x)のグラフの頂点の座標は

(a，− a2 + a + 1)．

(3) y = f(x)のグラフは下に凸の放物線であ

るから，すべての実数 xに対して f(x) > 0

が成り立つための条件は，

D < 0． · · · j1
ただし，D は x についての 2 次方程式

f(x) = 0の判別式である．

D

4
= (−a)2 − 1 · (a+ 1) = a2 − a− 1 で

あるから， j1 より，
a2 − a− 1 < 0．

これを解くと，

1 −
√
5

2
< a <

1 +
√
5

2
．

(4) x ≧ 1に y = f(x)のグラフの軸が含まれ

るか否かで場合分けを行う．

( i ) a < 1のとき．

x ≧ 1を満たすすべての実数 xに対し

て f(x) > 0が成り立つための条件は，

f(1) > 0． · · · j2

f(1) = −a+ 2であるから， j2 より，
−a+ 2 > 0．

a < 2．

これと a < 1の共通部分は，

a < 1．

(ii) 1 ≦ aのとき．

x ≧ 1を満たすすべての実数 xに対し

て f(x) > 0が成り立つための条件は， j1
である．

(3)の結果より， j1 を満たす aの値の

範囲は，

1−
√
5

2
< a <

1 +
√
5

2
．

これと 1 ≦ aの共通部分は，

1 ≦ a <
1 +

√
5

2
．

( i )，(ii)より，x ≧ 1を満たすすべての実

数 xに対して f(x) > 0が成り立つような a

の値の範囲は，

a <
1 +

√
5

2
．
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問題３

D

B

C

A

M

(1) 三角形 ABCは 1辺の長さが 2の正三角

形であるから，

AM =
√
3．

(2) 三角形 DBCは 1辺の長さが 2の正三角

形であるから，

DM =
√
3．

また，線分ADは正四面体ABCDの 1辺

であるから，

AD = 2．

これらのことと (1)の結果より，三角形

AMDに対して余弦定理を用いると，

cos∠AMD =
(
√
3)2 + (

√
3)2 − 22

2 ·
√
3 ·

√
3

=
1

3
．

(3) (2)の結果より，

sin∠AMD =
√
1− cos2∠AMD

=

√
1−

(1
3

)2

=
2
√
2

3
．

よって，三角形AMDの面積は，

1

2
· AM ·DM · sin∠AMD

=
1

2
·
√
3 ·

√
3 · 2

√
2

3

=
√
2．

(4) Eは線分 BM(両端除く)上の点であるか

ら，

0 < BE < BM

すなわち，

0 < x < 1 · · · j1
を満たす．

また，AM⊥BC，DM⊥BCであるから，

平面AMDは直線BCと垂直になるので，四

面体ADEMの体積は，

1

3
·△AMD · EM =

1

3
·
√
2 · (1− x)．

これが

√
2

12
となることより，

1

3
·
√
2 · (1− x) =

√
2

12
．

これより，

x =
3

4
． · · · j2

j1， j2 より，求める xの値は，

3

4
．
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問題４
(1) x

=
0.5 + 1.5 · 2 + 2.5 · 4 + 3.5 · 2 + 4.5

10

= 2.5．

(2) sx
2

=
(−2)2 + (−1)2 · 2 + 12 · 2 + 22

10

= 1.2．

(3) ア に当てはまる数を a， イ に当ては

まる数を bとおく．

訂正前も訂正後も

x = 2.5

であるから，

a+ b = 0.5 + 4.5

すなわち，

b = 5− a． · · · j1
訂正後は

sx
2

=
(a− 2.5)2 + (−1)2 · 2 + 12 · 2 + (b− 2.5)2

10

=
(a− 2.5)2 + (b− 2.5)2 + 4

10

と表せて，さらに，

sx
2 = 0.6

であるから，

(a− 2.5)2 + (b− 2.5)2 + 4

10
= 0.6

すなわち，

　　 (a− 2.5)2 + (b− 2.5)2 = 2． · · · j2
さらに，

a > b · · · j3
であることも判明している．j1 を j2 に代入すると，

(a− 2.5)2 + {(5− a)− 2.5}2 = 2．

(a− 2.5)2 + (a− 2.5)2 = 2．

2(a− 2.5)2 = 2．

(a− 2.5)2 = 1．

a− 2.5 = ±1．

a = 3.5，1.5．

これと j1 より，
( a, b ) = ( 3.5 , 1.5 )，( 1.5 , 3.5 )．

さらに， j3 より，
( a, b ) = ( 3.5 , 1.5 )．

よって， ア に当てはまる数は，

3.5．

(4) (3)より， イ に当てはまる数は，

1.5．


